
                          開催日：令和 8年 3月 13 日【金】 

                              16 時 00 分～17時 00 分 

                          場所：グループホーム symphony 森 

第 1回 グループホーム symphony 森 地域連携推進会議 

【出席者】 

○入居者 N・M様 

○入居者M・K 様のご家族（父） ○地域住民のO・M様  

○グループホーム symphony 飯田（サービス管理責任者）村手（管理者）中田（生活支援員） 

               

【地域連携推進会議の目的】 

① 利用者様と地域との関係づくり..利用者様と地域の人の顔の見える関係づくり。日頃からお互

いに声を掛け合えたり、利用者様が地域の中でより良い生活を送るための関係づくり。 

② 地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進..スタッフが地域の人を知るきっかけにもな

り、ホームと地域の人の双方向による理解醸成が図られる。地域との連携が深まることで、地

域運営がしやすくなり、効率的な事業運営につながる。 

③ 施設等やサービスの透明性、質の確保..外部の目が入りにくくなりがちな施設等を運営する事業者

についても、地域に開くことにより施設等の運営やサービスの透明性を確保するため。 

④ 利用者様の権利擁護..利用者様の思いがサービスに活かされているか、利用者が希望する生活を送

ることが出来ているのかがポイント。 



【当事業所の概要説明】資料④参照 

会社名：株式会社 symphony  

設立：2020 年 10 月 

本社所在地：愛知県名古屋市中村区椿町 16－8 ノノガワ名駅ビル 8 階 

代表者：代表取締役 服部 謙志 飯田 秀美 

管理者：村手 優子 

事業所名：グループホーム symphony 七宝 事業所番号：2320500180 

事業所住所：七宝町伊福河原 3－6 甚目寺沖田４３－３ 森６－９－１２  

      津島市百島町字献上３０－８ 大治町大字長牧字油２３番地３ 

部屋数：２６床    R8・3 月 18 日現在 入居者数：２4 名 

平均年齢は 50.4 歳。 障がい平均区分は 3.04 

男性：１5 名 女性：9 名 

R8・4 月に甚目寺権現に6 棟目のグループホームを開設します。 

【グループホームの種類と障がい特性】 

○グループホーム symphony は共同生活援助の介護サービス包括型として 

サービスを提供。その他には外部サービス委託型、日中支援サービス型、サテライト型のサービ

ス形態がある。 

○障がい特性とは？ 

・障がいがある人が日常生活や社会の中で表われやすい特徴や傾向のこと 



・｢できないこと｣ではなく、苦手な部分と得意な部分の特徴と考える 

例 ・視覚に障がいがある⇒小さい文字が読みにくい 

  ・発達障がいがある⇒急な予定変更に対応が難しい 

 ・でもその一一方で、ルールを守るのが得意だったり、好きなことに集中できたりする。 

 ・誰にでも得意と苦手があることを理解する 

 ・その人の強みを活かす環境を整える    

 重要ポイント：周囲の理解と工夫で、生活や地域社会の幅が広がる 

【利用者様の目標や夢共有】 

・会議参加入居所 N.M 様の目標・夢の発表 

「私は入居して 2 年くらいが経ちますが、あっという間に感じました。休みの日は、はだか祭り

や、清洲城に行ったり、買い物、図書館に行ったりして過ごしています。50 代後半なので、うま

くとしをとりたいです(笑)今、一番欲しい物は英語の教材です。今英検準 1 級なので、次も挑戦し

ていきたいです。また引き続き、デイケアの送迎はお願いしたいです。」 

【symphony イベント・研修紹介】資料①、資料②、資料③参照 

・トリケンイベントでは、一人一人が役割を持つことで責任感を育み、達成感や喜びを通して自

己肯定感を高めることを大切にしている。 

・symphony の部屋のこだわり：まるで自宅のようにリラックスできる温かみがあり、わくわくす

る空間に仕上がっています。見学された方からも好評の、モデルルーム風の空間づくりをしていま

す。その日からでも、入居して頂けるよう、新しい布団を常にご用意している。 



・symphony では、法定研修の他に、仲間と共に気づきを深め、支援の幅を広げる研修を行ってお

ります。（ドリーチャー研修） 

 

【質疑応答・意見交換】 

・ホームの現況が知れて良かった。 

・コミュニケーションをとれる機会になった。 

・娘が皿洗いをしたり、自分のことができるようになっているのが嬉しい。 

・希望すれば、何歳になっても GHにいれますか？親亡きあとが心配です。 

・利用者さんの言動に感化され、自分自身の夢も見つかった。 

・楽しく仕事が出来ている。 

・勤務態勢を知りたい。 

【アンケート集計結果】 

・ホーム回りの清掃など、地域へのボランティア活動をした方がよい 

・地域連携推進会議というこの活動を続けて欲しい 

・日頃から、地域の人に挨拶をした方がよい。 

・GHに対する、第三者の声や意見を今後も聞ける機会が欲しい。 

・利用者様の目標や夢は毎回テーマにあげて欲しい。 

 

 



※会議中や施設見学中の様子 

 

 

 

 


